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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 15年 12月 19日 (2003.12.19)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
半 導 体 基 板 の 表 面 領 域 に 形 成 さ れ た １ 対 の 不 純 物 拡 散 層 と 、
前 記 １ 対 の 不 純 物 拡 散 層 間 に お け る 前 記 半 導 体 基 板 上 に ゲ ー ト 絶 縁 膜 を 介 し て 形 成 さ れ た
ゲ ー ト 電 極 と を 備 え 、
前 記 ゲ ー ト 電 極 に 所 定 電 圧 を 印 加 す る こ と に よ り 前 記 ゲ ー ト 絶 縁 膜 に キ ャ リ ア を 捕 獲 す る
よ う に 成 さ れ た 半 導 体 記 憶 装 置 で あ っ て 、
前 記 １ 対 の 不 純 物 拡 散 層 の そ れ ぞ れ に 近 接 す る 位 置 に お け る 前 記 ゲ ー ト 絶 縁 膜 中 に 、 前 記
ゲ ー ト 絶 縁 膜 に 比 し て キ ャ リ ア ト ラ ッ プ 特 性 が 高 い 電 荷 捕 獲 膜 が 形 成 さ れ て お り 、
前 記 ゲ ー ト 絶 縁 膜 は 、 前 記 １ 対 の 不 純 物 拡 散 層 の そ れ ぞ れ に 近 接 す る 位 置 が 他 の 領 域 に 比
し て 薄 く 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 記 憶 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 ゲ ー ト 絶 縁 膜 は 、 前 記 １ 対 の 不 純 物 拡 散 層 の そ れ ぞ れ に 近 接 す る 位 置 の 電 気 容 量 換 算
膜 厚 が 他 の 領 域 に 比 し て 小 さ く な る よ う に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記
載 の 半 導 体 記 憶 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 ゲ ー ト 絶 縁 膜 上 に 別 の 電 荷 捕 獲 膜 が 形 成 さ れ 、 前 記 ゲ ー ト 絶 縁 膜 上 に 当 該 別 の 電 荷 捕
獲 膜 を 介 し て 前 記 ゲ ー ト 電 極 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 半 導 体
記 憶 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
半 導 体 基 板 上 に 第 １ 及 び 第 ２ の 絶 縁 膜 を 順 次 形 成 す る 第 １ の 工 程 と 、
前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 絶 縁 膜 を 選 択 的 に 除 去 し て 共 に パ タ ー ニ ン グ す る 第 ２ の 工 程 と 、
露 出 し た 前 記 半 導 体 基 板 上 か ら 前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 の 下 層 の 所 定 範 囲 に か け て の 前 記 半 導 体
基 板 上 に 第 ３ の 絶 縁 膜 を 形 成 す る 第 ３ の 工 程 と 、
前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 を マ ス ク と し て 前 記 半 導 体 基 板 に 不 純 物 を 導 入 し 、 前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 の
両 側 の 前 記 半 導 体 基 板 の 表 面 領 域 に 各 々 が 独 立 し た 一 対 の 不 純 物 拡 散 層 を 形 成 す る 第 ４ の
工 程 と 、



前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 の 下 層 の 所 定 範 囲 に 形 成 さ れ た 前 記 第 ３ の 絶 縁 膜 を 残 し 、 他 の 領 域 の 前
記 第 ３ の 絶 縁 膜 を 除 去 し て 前 記 半 導 体 基 板 を 露 出 さ せ る 第 ５ の 工 程 と 、
露 出 し た 前 記 半 導 体 基 板 を 熱 酸 化 し て 素 子 分 離 膜 を 形 成 す る 第 ６ の 工 程 と 、
前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 絶 縁 膜 を 除 去 し て 、 下 層 の 前 記 半 導 体 基 板 及 び 前 記 第 ３ の 絶 縁 膜 を 露
出 さ せ 、 当 該 第 ３ の 絶 縁 膜 を 電 荷 捕 獲 膜 と す る 第 ７ の 工 程 と 、
露 出 し た 前 記 半 導 体 基 板 の 表 面 を 熱 酸 化 し て 第 ４ の 絶 縁 膜 を 形 成 し 、 前 記 電 荷 捕 獲 膜 の 上
層 及 び 下 層 を 当 該 第 ４ の 絶 縁 膜 で 覆 う 第 ８ の 工 程 と 、
前 記 第 ４ の 絶 縁 膜 の 上 層 に 導 電 膜 を 形 成 す る 第 ９ の 工 程 と 、
前 記 導 電 膜 を ゲ ー ト 電 極 形 状 に パ タ ー ニ ン グ す る 第 １ ０ の 工 程 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す
る 半 導 体 記 憶 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 第 ２ の 工 程 と 前 記 第 ３ の 工 程 の 間 に 、 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 を パ タ ー ン 幅 方 向 に 所 定 量 除
去 し て 、 前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 の パ タ ー ン 幅 よ り も 幅 狭 に す る 第 １ １ の 工 程 を 更 に 有 し 、
前 記 第 ３ の 工 程 に お い て 、 露 出 し た 前 記 半 導 体 基 板 上 及 び 前 記 所 定 量 の 範 囲 に お け る 前 記
半 導 体 基 板 上 に 前 記 第 ３ の 絶 縁 膜 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 半 導 体 記
憶 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 第 ８ の 工 程 と 前 記 第 ９ の 工 程 の 間 に 、 前 記 第 ４ の 絶 縁 膜 上 に 第 ５ の 絶 縁 膜 を 形 成 す る
第 １ ２ の 工 程 を 更 に 有 し 、
前 記 第 ９ の 工 程 に お い て 前 記 第 ４ の 絶 縁 膜 上 に 前 記 第 ５ の 絶 縁 膜 を 介 し て 前 記 導 電 膜 を 形
成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 半 導 体 記 憶 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
半 導 体 基 板 上 に 第 １ の 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、
前 記 第 １ の 絶 縁 膜 を 選 択 的 に 除 去 し て 下 層 の 前 記 半 導 体 基 板 を 露 出 さ せ る 工 程 と 、
前 記 第 １ の 絶 縁 膜 を マ ス ク と し て 露 出 し た 前 記 半 導 体 基 板 に 不 純 物 を 導 入 し 、
前 記 第 １ の 絶 縁 膜 の 両 側 の 前 記 半 導 体 基 板 の 表 面 領 域 に 各 々 が 独 立 し た 一 対 の 不 純 物 拡 散
層 を 形 成 す る 工 程 と 、
前 記 不 純 物 拡 散 層 上 及 び 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 を 覆 う よ う に 第 ２ の 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、
前 記 第 １ の 絶 縁 膜 上 の 前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 を 除 去 し 、 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 を 露 出 さ せ る 工 程 と
、
前 記 第 １ の 絶 縁 膜 を 除 去 し て 下 層 の 前 記 半 導 体 基 板 を 露 出 さ せ 、 こ の 領 域 を 素 子 活 性 領 域
と す る 工 程 と 、
前 記 素 子 活 性 領 域 に お け る 前 記 半 導 体 基 板 上 に 第 ３ の 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、
前 記 第 ３ の 絶 縁 膜 上 に 第 ４ の 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、
前 記 第 ４ 及 び 第 ２ の 絶 縁 膜 を 覆 う よ う に 第 ５ の 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、
前 記 素 子 活 性 領 域 の 両 側 に の み 残 存 す る よ う に 前 記 第 ５ の 絶 縁 膜 を 除 去 し て 、
前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 の 側 壁 に 前 記 第 ５ の 絶 縁 膜 か ら 成 る サ イ ド ウ ォ ー ル を 形 成 す る と と も に
、 前 記 素 子 活 性 領 域 に お け る 前 記 半 導 体 基 板 を 露 出 さ せ る 工 程 と 、
露 出 し た 前 記 半 導 体 基 板 上 に 第 ６ の 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、
前 記 サ イ ド ウ ォ ー ル を 除 去 し て 前 記 サ イ ド ウ ォ ー ル の 下 層 の 前 記 第 ４ の 絶 縁 膜 を 露 出 さ せ
、 当 該 第 ４ の 絶 縁 膜 を 電 荷 捕 獲 膜 と す る 工 程 と 、
前 記 電 荷 捕 獲 膜 上 に 第 ７ の 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、
前 記 第 ６ 及 び 第 ７ の 絶 縁 膜 上 を 覆 う 導 電 膜 を 形 成 す る 工 程 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 半
導 体 記 憶 装 置 の 製 造 方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ５ 】
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【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 の 半 導 体 記 憶 装 置 は 、 半 導 体 基 板 の 表 面 領 域 に 形 成 さ れ た １ 対 の 不 純 物 拡 散 層 と 、
前 記 １ 対 の 不 純 物 拡 散 層 間 に お け る 前 記 半 導 体 基 板 上 に ゲ ー ト 絶 縁 膜 を 介 し て 形 成 さ れ た
ゲ ー ト 電 極 と を 備 え 、 前 記 ゲ ー ト 電 極 に 所 定 電 圧 を 印 加 す る こ と に よ り 前 記 ゲ ー ト 絶 縁 膜
に キ ャ リ ア を 捕 獲 す る よ う に 成 さ れ た 半 導 体 記 憶 装 置 で あ っ て 、 前 記 １ 対 の 不 純 物 拡 散 層
の そ れ ぞ れ に 近 接 す る 位 置 に お け る 前 記 ゲ ー ト 絶 縁 膜 中 に 、 前 記 ゲ ー ト 絶 縁 膜 に 比 し て キ
ャ リ ア ト ラ ッ プ 特 性 が 高 い 電 荷 捕 獲 膜 が 形 成 さ れ て お り 、 前 記 ゲ ー ト 絶 縁 膜 は 、 前 記 １ 対
の 不 純 物 拡 散 層 の そ れ ぞ れ に 近 接 す る 位 置 が 他 の 領 域 に 比 し て 薄 く 形 成 さ れ て い る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】

【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ７
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
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